
 
 
 
１．スカラネット・パーソナルにログインします。ＩＤ／ＰＡＳＳ入力後、奨学生番号を準備（併用している場合

はいずれかで可。番号が分からない方は奨学係に問い合わせを）。 

URL：https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/mypage/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 下記「①各種届願・繰上」の画面を開き、「②ワンタイムパスワードの取得画面へ」をクリック 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログイン時のＩＤとＰＡＳＳは、奨学金

採用後に自分で設定します（英字と数

字を含む８桁以上）。 

申請字に大学が配付したＩＤとＰＡＳＳ

ではありません。 

ログイン時のＩＤ／ＰＡＳＳを忘れた場

合は、こちらから再設定。 

【必要情報】 

奨学生番号・口座情報 

【注意事項】 

① 複数の奨学生番号を持ってい

る方は、当初設定時に使用した

奨学生番号が必要 

② リレー口座登録済者は、登録し

た口座情報が必要。 

未手続者は、振込されていた

口座情報が必要。 

【ワンタイムパスワードの取得手順】 
 

1. 「ワンタイムパスワードの取得画

面へ」をクリックし、表示されてい

るメールアドレスを確認。 

2. 「各種届・願出・繰上返還用パスワ

ード発行」をクリック 

3. 表示されているメールアドレスに

メールが届いているか確認 

4. URL をクリックし、スカラネット・

パーソナルにログインしたＩＤ／Ｐ

ＡＳＳを入力して、送信 

5. 2 回目のメールを確認し、ワンタ

イムパスワードを取得 

在学猶予の入力手順 
※スカラネット・パーソナルから在学猶予ができない者は、紙媒体で奨学係へ提出 

① 

② 

https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/mypage/


3.取得したワンタイムパスワードを貼り付け、認証コード入力後に「送信」をクリック 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.「各種届・願出・繰上返還種別選択」の画面で「2.在学猶予・期間短縮願出」の枠内から次へのボタンをク

リック。その後「在学猶予願」を選択し、次へのボタンをクリック。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.「在学猶予 誓約」の画面から奨学生番号を確認し、問題がなければ名前を入力し送信へ 

奨学生番号が違う場合は、琉球大学の奨学係に問い合わせください。 



6.「在学猶予願・願出対象（奨学生番号）選択」の画面から、在学猶予する奨学生番号の選択状況を確認。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 注  意 

この画面では、最初から奨学生番号の選択欄にチェックが入ります。複数の奨学生番号がある場合、在

学猶予を希望しない奨学生番号はチェック項目を外してください。 

なお、貸与終期が異なることで、一度は在学猶予をしたことがあり、その時に入力した卒業予定期と今

回入力する卒業予定期が変わらない学生は、在学猶予重複エラーが出る可能性があります。重複エラー

が出る場合は、過去に在学猶予をした奨学生番号は、チェック項目から外して手続きしてください。 
 

※ 重複エラーが解消できない場合は、奨学係にお問い合わせください。もしくは、「在学届（紙媒体）」で

手続きしてください。 

 

 

7.「在学猶予」画面で入力ボタンをクリック。「在学猶予願 学校情報入力」画面の入力内容を以下の内容で

入力する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校種別】選択欄 

「学 部 生」 → 大学 

「大学院生」 → 大学院 

※ 学部時代に貸与しており、現在、院生

の場合は「大学院」を選択 

【学校番号】 

・109011-01（法務研究科以外） 

・109011-60（法務研究科） 

※ 誤入力すると、再提出になるので注意。 

【大 学 名】 

・「カタカナ」 → リュウキュウ 

・「漢   字」 → 琉球 



8.「在学猶予願」の画面で、奨学生番号・学校番号を確認後、「2.現在校在学状況入力」を下記の点に注意し

て入力し、確認ボタンをクリック。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「入学年月」  

琉球大学に入学した年月を入力 

※ 再入学者は、再入学した年月を入力 

※ ２、３年次編入生は、琉球大学に入学した年月 

 

「卒業・修了予定」  

現状からみて最短の卒業予定期を入力 

※ 予定する休学、留学、留年等は含めない（異動実績が確認できない場合は修正又は取消します）。 

※ 休学中の者は、学校に報告している休学期間終了後から復学した場合の卒業予定期を入力 

※ 留年中の者は、最長 12 カ月（年度内）の入力。留年中の者が休学している場合でも、年度を超えて

の入力は不可（誤入力がある場合は奨学係が修正）。 

 

「願出事由」 

・「進   学」  新入生の方のみ 

・「辞   退」  貸与終了した事由が辞退かつ休学等の異動履歴なしの者 

・「廃   止」  貸与終了した事由が廃止かつ休学等の異動履歴なしの者 

・「休   学」  過去・現在休学したことにより通常の卒業予定期が延びた者（留年中の者は除く） 

・「留   年」  現在、留年中の者（現在、留年中で休学している者を含む） 

・「在籍中の留学」  交換留学によって、卒業が延びた者 

・「長期履修」  長期履修生と認められている者 

 

「標準修業年限」  ※ 長期履修生の者も以下の修業年限で入力 

・学 部 生（医学部医学科生以外）   4 年 

・学 部 生（医学部医学科生）      6 年 

・大学院生（修士・博士前期課程）    2 年 

・大学院生（博士・博士後期課程の医学研究科以外）  3 年 

・大学院生（博士・博士後期課程の医学研究科）     4 年 



 

 

 

★ 入力した在学猶予願の内容確認のため、奨学係から連絡する場合があります。奨学係（℡098-895-

8136）からの問い合わせには必ず、応じてください。 

 

★ 返還開始は、在学猶予満了後の７カ月目からです。返還開始の２カ月前頃に、日本学生支援機構から通

知文が届きます。 

（例） 2022 年３月在学猶予満了（卒業又は退学） → ２０２２年１０月から返還開始 

※ 卒業後の猶予［返還期限猶予（一般猶予）］は、日本学生支援機構に必要書類を送付する必要があり

ます。詳細は、日本学生支援機構ホームページを確認してください。 

※ 在学猶予期間終了年月は、スカラネット・パーソナルの「詳細情報」で確認することができます。 

 

★ 休学延長・留年延長となった学生は、在学猶予満了後の翌月以降から返還が始まる２カ月前までに更新

が必要です。 

（例） 2022 年３月在学猶予満了。休学（留年）により卒業予定期が２０２３年３月に延長。 

2022 年４月～８月の間に在学猶予更新の入力。 

※ 返還期間中に在学している場合も在学猶予を行うことは可能です。ただし、返還した金額は返金す

ることができません。また、在学中に延滞した場合は、在学猶予願を行うことで在学中に発生した

延滞金を解消することができます。 

 

★ 留年延長した学生は、最大で１年（年度内）しか申請できません。留年中に休学している場合でも年度毎

に在学猶予を行ってください。 

 

★ 他の学校に進学された場合は、進学した学校で在学猶予の手続きが必要となります。 

【在学猶予が認められる学種・学科】 

① 大学、大学院、短期大学、高等専門学校 

② 専修学校のうち「修業年限が２年以上の高等課程」又は「修業年限が 1 年以上の専門課程」 
 

【在学猶予が認められない場合】 

① 聴講生・研究生・選科履修生・科目履修生等の場合 

② 専修学校の「修業年限が２年未満の高等課程」又は「修業年限が 1 年未満の専門課程」 

※ 在学猶予が認められない場合は、「返還期限猶予（一般猶予）願」での申請が必要になります。 

 

★ 在学猶予で報告した卒業予定期よりも早く卒業又は退学した学生は、在学猶予の短縮手続きを行う必

要があります。若しくは、奨学係が確認した場合は、奨学係で在学猶予の短縮手続きを行います。 

 

★ 2020 年度制度の改定により在学猶予願の適用期間が通算１０年間までとなりました。 

2020 年 4 月以降は、在学猶予の適用期間が通算されます（2020 年 3 月以前の在学猶予の年数は

通算されません）。長期の休学・留年又は他学校や大学院進学により、過去の奨学金の在学猶予の期間

が通算 10 年間以上になる場合は、学生であっても在学猶予願を提出することはできません。この場合、

日本学生支援機構へ直接「返還期限猶予（一般猶予）」の申請が必要です。 

在学猶予願を申請した後の注意点 


